
経理情報●2019.11.10（No.1561）19

特集

【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

・
消
費
貸
借
契
約
お
よ
び
保
証
に
関
す
る

現
行
民
法
お
よ
び
改
正
民
法
の
適
用
関

係
は
、原
則
と
し
て
契
約
締
結
時
点
を
基

準
と
す
る
た
め
、施
行
日
前
に
締
結
さ
れ

た
契
約
に
つ
い
て
は
現
行
民
法
が
適
用

さ
れ
る
。こ
れ
に
対
し
、債
権
譲
渡
に
関

す
る
現
行
民
法
お
よ
び
改
正
民
法
の
適

用
関
係
は
、譲
渡
契
約
の
締
結
時
を
基
準

と
す
る
た
め
、施
行
後
に
締
結
さ
れ
た
契

約
に
基
づ
く
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は（
譲

渡
対
象
が
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約

に
基
づ
く
債
権
で
あ
っ
て
も
）改
正
民
法

が
適
用
さ
れ
る
。

・消
費
貸
借
契
約
に
つ
い
て
は
、諾
成
的
消

費
貸
借
契
約
が
明
文
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、借
入
人
に
借
入
前
解
除
権
が
認
め
ら

れ
た
。

・保
証
に
つ
い
て
は
、主
と
し
て
個
人
の
保

証
人
の
保
護
を
目
的
と
し
た
制
度
が
新

設
さ
れ
た
。

・債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
、譲
渡
制
限
特
約

に
関
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、債

務
者
の
観
点
か
ら
債
権
者
を
固
定
し
て

お
く
利
益
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
譲
渡

制
限
特
約
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。ま

た
、異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
に
よ
る
抗

弁
の
切
断
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
も
の

の
、こ
れ
に
代
え
て
抗
弁
権
の
放
棄
を
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、慎
重
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

消
費
貸
借
契
約

金
銭
の
貸
借
は
、
民
法
上
の
消
費
貸
借

契
約
に
該
当
す
る
契
約
で
あ
る
。
以
下
、

消
費
貸
借
契
約
に
関
す
る
規
律
の
改
正
に

関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

⑴
　
経
過
措
置

改
正
民
法
は
、
施
行
日
以
後
に
締
結
さ

れ
た
消
費
貸
借
契
約
に
適
用
さ
れ
る
た

め
、
施
行
日
前
に
締
結
さ
れ
た
消
費
貸
借

契
約
に
つ
い
て
は
現
行
民
法
の
規
律
に
従

う
こ
と
に
な
る（
附
則
34
①
）。

⑵
　
諾
成
的
消
費
貸
借
の
明
文
化

現
行
民
法
上
、
消
費
貸
借
契
約
は
、
当

事
者
間
の
合
意
の
み
で
は
成
立
せ
ず
、
借

主
が
貸
主
か
ら
目
的
物
を
受
け
取
っ
た
時

点
で
契
約
が
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る（
現
行
民
法
593
）（
要
物
契
約
）。
も
っ
と

も
、
判
例
上
、
当
事
者
間
の
合
意
の
み
で

成
立
す
る
諾
成
的
消
費
貸
借
契
約
も
有
効

に
成
立
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
実
務
上
も

広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。

改
正
民
法
は
、
諾
成
的
消
費
貸
借
契
約

が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
文
化
し
た（
改

正
民
法
587
の
２
）。
諾
成
的
消
費
貸
借
契

約
は
、
書
面
で
す
る
場
合
に
限
り（
電
磁

的
記
録
で
の
合
意
も
書
面
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
）、
有
効
と
さ

れ
る
。
諾
成
的
消
費
貸
借
が
有
効
に
成
立

し
た
場
合
、貸
主
は「
貸
す
義
務
」を
負
い
、

借
主
は「
借
り
る
義
務
」を
負
う
。借
主
は
、

金
銭
そ
の
他
の
目
的
物
を
受
け
取
る
ま
で

の
間
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き

る（
な
お
、
借
主
の
解
除
権
は
、
契
約
に

よ
り
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
⒄
）も
の
の
、
貸
主
は
、
借

主
に
対
し
、
契
約
の
解
除
に
よ
る
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

借
主
は
、
意
図
に
反
し
て「
借
り
る
義

務
」を
負
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
借
入
れ

の
要
否
が
は
っ
き
り
し
な
い
段
階
で
諾
成

的
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
避
け
る
必
要
が
あ
る
。
メ
ー
ル
で
の
合

意
も
書
面
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
た
め
、
諾
成
的
金
銭
消
費
貸
借

契
約
が
有
効
に
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、

書
面
に
よ
り
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
締
結

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
要
物
契
約
と
し

て
借
主
が
金
銭
を
受
け
取
っ
た
時
点
で
金

銭
消
費
貸
借
契
約
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、「
貸
主
は
、
○

年
○
月
○
日
、
借
主
に
対
し
、
金
○
円
を

貸
し
渡
し
、
借
主
は
、
こ
れ
を
借
り
受
け

る
。」と
い
う
文
言
で
は
な
く
、「
貸
主
は
、

諾
成
的
消
費
貸
借
契
約・保
証・債
権
譲
渡
等

金
銭
貸
借
に
関
す
る

直
前
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
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